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児童生徒調査 

①

 

９７％ １００％  

②

 

９７％ １００％        

児童・生徒の現状・課題 

本校児童は学習意欲の二極化が見られ、家庭学習

の習慣化にも改善が見られる。一方で、基礎・基本や

技能の定着が不十分で一時的な理解にとどまる児童

が多く、自己効力感の低さが課題である。そのため、

学校内での丁寧な振り返りや個に応じた関わりを強

化し、確実な定着を図る指導が不可欠である。 

具体的な手だて① 

短時間の復習（スモールステップ）を取り入れ、

本時のめあてと学習の流れを明確にした「わかる・

できる」授業づくりを展開できるようにする。 

具体的な手だて② 

ICT端末やプリント等を活用し、児童自身が習

熟度や興味に応じて学習方法・課題を選択し、主

体的に取り組む場面を設定する。 

具体的な手だて③ 

授業内での反復学習や家庭での宿題を通して、

自分でくり返し取り組むことで「できた」という成

果や成長を振り返る場面を設定し、粘り強く学ぶ

姿を承認・評価することで次の学習への意欲につ

なげる。 

教員調査 

１００％  

②

 

１００％ １００％        

総括（５月） 

今年度の全国学力調査においても全国平均を上回り、昨年度の授業改善の成果が表れている。一方で、児童

の学習意欲には二極化が見られ、日常の単元テスト等では既習事項の定着不足も確認される。今後は、放課後

学習等を有効活用した予習・復習の充実により全体の底上げを図るとともに、児童自らが学び方を選択し、粘

り強く主体的に学習を進める授業改善を継続していく。 

今年度も全教員で「100実践」の授業公開と

相互参観を実施し、即時的なフィードバックを

実施する。さらに、教員のニーズに応じたOJT

研修を一体的に展開することで、日頃の疑問や

課題を解決し、授業改善が日常的に循環する校

内体制を確立する。 

総括（１月） 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇基礎・基本の確実な定着と学習過程の振り返りを

通して、「できる」実感を深め、粘り強く前向きに学び

続ける力を育む。 
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※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査 

① ８０.３ 85.0 82.5 

７２．５ ７５．０ ７８．５ 

 

教員調査    

8３．３ 85.0 ９０.5 

８４．０ ８5．０ ７８．５ 

児童・生徒の現状・課題 

学習への意欲は高く、課題に取り組むが、できない

ことがあると諦めてしまったり、次の手だてを取った

りすることができない。どこができていないのか、ど

うすればよいのかを振り返って考えられない。 

具体的な手だて① 

学習内容や学習計画を単元の初めに示し、見通し

をもたせる。 

 

 

具体的な手だて② 

単元の途中や１時間の途中で振り返る場面を設定

し、理解度や進捗状況を自ら確認し、修正しながら

学習できるようにする。 

 

具体的な手だて③ 

共に学習する仲間、学習する場所、ツールなど、目

的に沿って、自ら選択できる場面をどの教科にお

いても毎時間設定する。 

 

総括（５月） 

・研究のClassroomをつくり、日々の実践や

意見、相談を日々書き込めるようにする。 

・管理職の授業観察の際は、指導案を教員にも

配布し、授業を互いに見合う機会をつくる。    

総括（１月） 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇子どもたち自身が、自らの学びを自ら進めるとい

う意識を高め、理解度や進捗を振り返りながら学習

できるようにする。 


